
 

４ 平成 29年度 学校評価報告書（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成 28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①工業教育の特
色を活かし、社
会で必要とされ
る専門性の向上
を図る教育課程
を提供する。 
②自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
③学校行事や生
徒会活動を通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 

①生徒の実情
にあった教育
課 程に つい
て、評価・検
討を行う。 
①工業で必要
な資格取得の
合格率を上げ
る。 
②参加型授業
の 展開 を図
り、生徒の意
欲の向上を目
指す。 
②企業研究・
課題研究・実
習などで、主
体的に学ぶ意
欲の向上を図
る 
③生徒会行事
の運営を通し
て、生徒の自
立心を育成さ
せる。 

①工業科目にお
ける専門性の向
上と、共通科目
の充実を図る。 
①向工ジュニア
マイスターを設
立し、意欲関心
を高めると共に
資格取得に向け
て の 指 導 を 行
う。 
②授業改善に計
画的・日常的に
取組み、教科を
超 え た 研 究 授
業・協議を通し
て、全教科で参
加 型 授 業 の 実
施・展開をめざ
す。 
②出前授業など
を行い、外部講
師等の有効活用
を図る。 
③各行事におい
て、企画・準備
段階から生徒が
取組むように導
く。 

①教育課程の評
価・検討ができ
たか。 
①資格取得合格
者が昨年度の２
割り程度上がっ
たか。ジュニア
マイスター申請
者 が 増 え か た
か。 
②生徒による授
業評価の(７)学
習努力、(８)意
欲的な取組みに
おいて、75％の
生徒が「あては
まる」と回答で
きたか。 
②出前授業後の
アンケートにお
いて、75％の生
徒が「参考にな
った」と回答が
できたか。 
③学校行事等に
おいて、生徒の
自主的な活動が
ふえたか。 

①学習指導要領の
改訂に備えた情報
収集･研究に努め
た。 
①ジュニアマイス
ターの申請者が今
年は８名に増えた 
②前期･後期に研究
授 業 期 間 を 設 定
し、生徒参加型の
授業展開について
情報共有した。ま
た生徒による授業
評価では、(７)で
83％(８)で87％の
回答を得た。 
②出前授業後のア
ン ケ ー ト に お い
て、90％の生徒が
「参考になった」
と回答した。 
③向工チャレンジ
カップへの参加に
より、生徒会中心
の主体的な活動が
できた。 

①新教育課程作成
に向けた検討の具
体的準備計画を立
案 す る 必 要 が あ
る。 
①合格率向上のた
め、指導時間の確
保と、向工マイス
タ ー の 周 知 に よ
り、ジュニアマイ
スターへの意欲を
高めさせる。 
②授業評価では生
徒は「意欲的に努
力している」回答
率が高いが、学力
の定着に結び付け
る取組みを引き続
き授業研究の課題
として進めたい。 
③ボランティア委
員会への協力を求
め、生徒会中心の
主体的な活動がで
きるように推進す
る。 

①について 
・向工ジュニアマイスター制度が、資格取得への意
欲を育む原動力となることを期待します。 
・資格がどんな仕事に必要であるかを生徒自身が認
識できないとモチベーション向上につながらないの
で、その教育も必要と思います。 
・「資格コレクター」になってしまってはいけない
し、「取れないと話にならない」というような動機
づけではなく、「力を試す」形式のものが導入され
ていることは望ましい。 
・資格取得の為の指導を時間外にも実施していただ
き生徒の向上心にも繋がった様に思います。 
②について 
・参加型の授業で「参加すれば良い」「グループワ
ークをすれば良い」というものでもない。「身体」
と「思考」、および「こころ」という大きな軸を考
えなければならないのだろう。インタラクティブに
すれば参加型ということではないことは常に留意し
なければならない。 
・この科目を学ぶことが将来に活きることを理解し
て貰うのが授業の出発点かもしれません。 
・1日は 24時間しかなく、勉強が授業時間だけで済
むように授業に集中する習慣が身に着くと良い。 
・生徒による授業評価や出前授業後のアンケートの
回答は、評価に値するので引き続き力を入れてほし
い 
・学習は興味を持つ所から始まると考える。 
③について 
・生徒、生徒会の主体的な活動が湧き上がるよう
に、引き続き教職員の支援を期待します。 

・教育課程の検討は、
選択科目の組合せ等に
おいて検討・実施し
た。新教育課程の検討
が次の課題である。 
・全工協のジュニアマ
イスター申請者も増加
し、同時に向工マイス
ターを設置すること
で、取組を推進でき
た。 
・生徒による授業評価
については、全職員が
生徒自身の「意欲的な
取組み」を引き出す様
に取組んでいる。これ
らが学力定着に結び付
いたかは検討が必要で
ある。 
・生徒会の生徒を中心
に、全体的には向上で
きている。これらの取
組みが、生徒会以外の
多くの場でも見受けら
れるような推進が課題
である。 

・新教育課程の作
成に向け、担当チ
ームを編成し検討
を行う。 
・「資格コレクタ
ー」ではなく、資
格を持つ意味を理
解させた上で、よ
りレベルの高い資
格取得ができるよ
うに工夫する。 
・参加型授業が目
的ではなく手段と
して用いること
で、最終的に学力
の定着に寄与しな
ければならない。
生徒が参加し、同
時に学力の定着を
重視した取組みの
検討が必要であ
る。 
・生徒会の自主的
な活動が行えたの
は、担当グループ
の職員の努力によ
る部分が大きい。
生徒が自主的に活
動するためには、
全ての教員でバッ
クアップする体制
が必要である。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身につけさ
せる。 
②部活動を通じ
て、責任感、協
調性、自主性の
涵養を図る。 

①個々の生徒
に応じた生 
徒指導・支援
を外部機関等
と連携をとり
ながら行う。 
②各部活動の
活性化と自主
的な活動を推
進し、生徒の
自立心を育成
する。 

①定期的な服
装、頭髪及び遅
刻指導を行う。 
②部活動におい
て、練習メニュ
ー等を生徒に考
えさせるなど、
自主性と協調性
の育成を図る。 

①定期的な生徒
に対する指導が
できたか。 
②部活動を通じ
て、生徒の自主
性・協調性が向
上したか。 

 

①定期試験ごとの
服装・頭髪指導及
び遅刻指導を実施
し、また、身だし
なみや遅刻の指導
を通じて、生徒の
規範意識を高める
事ができた。 
②部活動・生徒会
において、生徒の
考えを尊重し、新
しいイベントに協
力して挑戦させる
事ができた。 

 ①指導対象者数に
減少傾向が見られ
るが、遅刻を繰返
す生徒は各学年に
数人おり、この生
徒達に対する有効
な手立てがなく、
検 討 が 必 要 で あ
る。 
①地域貢献に取組
む 生 徒 が 多 い 反
面、校外での生徒
の振舞いに対する
苦情も少なくない
ため、マナー教育
を よ り 充 実 さ せ
る。 
②生徒が活動しや
すい様に部活動の
環境を充実させる
必 要 が あ る 。 ま
た、自主的な活動
をより促進し、生
徒の自立心向上を
目指したい。 

①について 
・様々な課題を抱える生徒については、引き続き根
気良く対応して頂くことを期待します。 
・下校時の道の歩き方は、以前より少し良いと思う
がまだ幅広く広がって歩き迷惑に思う時もある。 
・遅刻を繰り返す生徒に対して「有効な手立てがな
い」という記載を拝見すると、「遅刻をさせない」
という方略の方に主眼が置かれており、遅刻を繰り
返す生徒を「理解する」ことに少し粗な部分がある
かもしれないと感じられる。まず理解することが必
須である。相手の視点から世界を眺めていく必要が
あるのかもしれない。 
・挨拶などを率先して行っている人が多く素晴らし
いと思います。また、校内外を問わず苦情や問題が
起きた場合は、迅速な対応をして頂きます様希望し
ます。 
②について 
・地域に貢献している生徒達や部活動の環境の充実
には引き続きの支援を期待します。 
・久地駅でハンドベルロボットの音を聞き癒され
た。 
・生徒の性格等にも配慮を行いながら、学校全体と
して引き続き粘り強く生徒指導に取り組んで行って
ほしい。 

・指導件数も減少し、
頭髪や遅刻指導に該当
する生徒も少なくなっ
てきている。特定の生
徒の改善が見受けられ
ない。また、心に悩み
を持つ生徒が増加して
いる傾向も見受けられ
る。ＳＣやＳＳＷの積
極的な活用が必要とな
っている。 
・部活動においては、
自主性の向上には課題
がある。また、各部の
活躍や地域清掃等にお
いて評価していただい
ているが、バイクの違
法駐車や登下校におけ
るマナー等における苦
情がゼロではない。 

・遅刻指導に関し
ては、指導時に用
いる調書で生徒理
解に努めている
が、より重点を置
いて指導してい
く。心の問題で悩
む生徒に対応する
ために、ＳＣやＳ
ＳＷの拠点校とし
ての活用を推進
し、教育相談コー
ディネータとの協
働にも力を入れ
る。また、苦情が
なくなるように、
繰返しの注意喚起
を実施する。 
・部活動の自主性
向上については、
部長や副部長およ
びマネージャ等の
中心となる生徒へ
の指導において、
顧問の指導力の研
鑽を図る。 



 
 

視点 
４年間の目標 

（平成 28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 

①生徒個々の
適性と希望に
応じて進路ア
プローチの方
法を柔軟に多
角的視野で講
じる。 
②生徒(家庭
等)が納得し
た進路先決定
１００％を目
指す。 
③外部と連携
した進路情報
の発信を推進
する。 

①希望状況調査
を定期的に実施
する。 
①適性把握のた
めの各種検査を
実施する。 
①生徒と保護者
の希望のすりあ
わせを、面談を
通じて行い確実
に把握する。 
②就業体験、キ
ャンパス見学等
外部機関への参
加を積極的に案
内する。 
②個々の進路希
望実現の為の学
部機関との更な
る連携と開拓を
進める。 
③放課後等を利
用したキャリア
説明会を開催す
る。 

①検査、調査の
定期的実施がで
きたか。 
①検査結果、調
査結果を活用し
た一人ひとりに
向き合ったアプ
ローチができた
か。 
①マッチング重
視で生徒に寄り
添う支援ができ
たか。 
②外部機関との
連携が形として
残る内容で進め
られたか。 
②外部機関の更
なる開拓ができ
たか。 
③就職・進学に
関 す る 説 明 会
を、外部と連携
して行うことが
できたか。 

①検査結果は進路選
択の拠り所とした。
多くの生徒の就職試
験対策につながっ
た。 
①就職希望者の内定
は11月末までで１０
０％を達成した。進
学希望者についても
一般入試受験者を除
き各種推薦入試で合
格している。 
①生徒・家庭の希望
を重視した支援を行
った。 
②川崎北法人会との
新たな連携を始め
た。 
③川崎市経済労働局
や川崎市法人会との
連携を実施した。ま
た、外部業者を利用
し、民間企業や大
学・専門学校等の説
明会を実施した。 

①学年行事の合間に
行うことになるの
で、より計画的に学
年と連携する必要が
ある。進路年間計画
の学年とのすり合わ
せは複数回確実に行
う必要がある。 
①家庭内での進路に
関する話し合いを行
い、内定後合格後の
取消しが発生しない
ように面談等で働き
かけを確実に行う。 
②先方の目的のひ
とつに租税教育が
あるが、こちらの
目的にも関連付け
ることで互いの思
いは満たされた。
今後は就職先とし
ての発展を臨む。 
②さまざまな職種
の就職説明会を実
施する。 

①および②について 
・生徒と保護者の希望のマッチングに大変気苦労さ
れていると思います。生徒の将来のため引き続きご
指導をお願い致します。 
・就職希望者の内定が 100%に達成したことは素晴ら
しいが、「希望」を提出することができた生徒に関
してであることは留意する必要がある。 
・親と子供の中でも進路に対してすり合わないこと
もある話で、引続き宜しくお願い致します。 
・川崎市としての窓口は、経済労働局労働雇用部に
なるので、連携して取り組んでほしい。また、地元
の中小企業にも目を向けていただきたいと思う。 
・様々な形での説明会を実施することで生徒の選択
肢が広がり、結果につながったのだと思います。 
・就職後の離職も少なくなる様に適性を見ながらで
きる限りの支援をお願いします。 
③について 
・今後も就職希望者のための求人情報の拡充および
進学希望者への入試形態に関する説明や入試情報の
収集にお勤め頂くことを期待します。 

・担任や進路支援グル
ープの取組により、生
徒の希望する進路へ対
応することが出来た。
また、保護者へのアド
バイス等も評価でき
る。今後、卒業予定者
全員が進路を決定でき
るように指導の充実を
図る。また、地元の中
小企業にも目を向けた
取組が必要である。 
・放課後のキャリア説
明会等推進することが
出来た。ただし、これ
らの取組みの推進に
は、担当者の負担にな
らないように、組織的
な取組みが必要であ
る。 

・学校斡旋による
希望者に対して
は、今年度同様、
丁寧な取組みを推
進することで、合
格率の維持を図
る。なお、自分の
将来が決められな
い生徒について
は、生徒一人ひと
りとの繋がりを大
切にするととも
に、川崎市内の中
小企業が実施する
会社見学会への参
加を積極的に呼び
かけを行う。 
・外部との連携も
今年度同様、引き
続き丁寧な取組み
を実施する。教職
員の多忙化解消に
向け効率的な取組
みをを目指す。 

４ 地域等との協働 

「地域とともに
育つ向工」を実
現し、「地域で
活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 

①「地域とと
もに育つ向
工」を実現す
るため、地域
への広報活動
を行う。 
②「地域で活
躍する向工
生」を育むた
めに、他校
種、企業との
連携事業を推
進する。 
 

①各種イベント
を活用した施
設・設備の魅力
や学校活動を、
ホームページを
活用して積極的
に発信する。 
①生徒自ら各種
イベントに参
加・運営するこ
とで自ら考える
力やコミュニケ
ーション能力を
育む。 
②他校種、企業
との連携を通じ
た教育活動の推
進を行う。 

①学校での活動
をホームページ
等で積極的に発
信することがで
きたか。 
①各種イベン
ト、学校活動に
取組むことで昨
年度よりも自ら
考える力やコミ
ュニケーション
能力を育むこと
ができたか。 
②各種イベン
ト、地域の活動
に生徒が協力で
きたか。 

①部活動や学校行事
についてホームペー
ジで発信することが
できた。 
①文化祭や向工チャ
レンジカップに参
加・運営することで
自ら考え、行動する
力やコミュニケーシ
ョン能力を育むこと
ができた。 
②体育祭や専門高校
発表、ものづくり講
演会を実施、生徒の
協力ができた。 
②川崎市、企業、大
学と連携し技術体験
＆アイディアソンを
通して生徒のスキル
アップを図るイベン
トを開催する。 

①部活動の試合状
況をいち早く把握
する方法を検討。 
①生徒の参加度を
高めることがすべ
ての改善の基礎で
ある。年間計画
で、生徒の呼びか
けに注力したい。 
②参加生徒が達成
感を得られるよう
に引き続き生徒に
対してきめ細かな
指導を行う。 
②今後も、県、川
崎市企業、大学と
連携し本校生徒の
スキルアップ向上
を図る。 
 

①・向工の活動・活躍が地域住民の方々により親し
まれるように、引き続き情報発信し続けることを期
待しております。 
・図書委員のメンバーによる「読み聞かせ」は大好
評だった。今後も続けてほしい。 
・高等学校では「地域」という感覚が薄れている場
合があるかもしれないが、「共同体」の中で役割を
担うことは、「大人」になるということでもある。
文化祭やチャレンジカップなどから、「自らが環境
の中で生かされている」感覚を身につけることはと
ても大切なことであろうと思われる。 
②・今後も地域、川崎市、企業、大学と連携して生
徒の成長をご支援頂くことを期待します。 
・川崎市経済労働局工業振興課と連携し、社会人や
大学生と直接関われる機会を設けることができた。
次年度以降も、連携して実施していきたいと考えて
いる。 
・各種イベントで達成感を得るとともに、課題や反
省点を話し合い次に生かすことが出来たらと思いま
す。 

・ホームページの円滑
な運営や、効果的・効
率的な発信は十分にで
きなかった。また、生
徒のコミュニケーショ
ン能力は、その場その
場で作り上げることが
できないので、日々の
生活や授業からも取組
みを推進する必要があ
る。 
・外部との連携におい
ては、川崎市を中心
に、今後も様々な場面
で連携が深められるよ
うに取組む。 

・ホームページの
担当グループを中
心に、効率的な発
信体制を構築す
る。同時に、ホー
ムページの構成の
見直しを図る。ま
た、授業を通した
コミュニケーショ
ン能力の向上を目
標に掲げ実践した
い。 
・単に連携するだ
けでなく連携する
ことにより得られ
る効果を検討した
うえで、生徒や職
員にとって実のあ
る取組を目指す。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①校内の美化意
識の向上と防災
教育を推し進
め、安全安心な
教育環境を構築
する。 
②すべての職
員の資質向上
を図るととも
に、風通しの
良い職場づく
りをめざし、
教職員の事故
不祥事を未然
に防止する。 

①生徒が校内
美化と安全、
防災に対する
意識を日常の
あらゆる場面
で持ちながら
行動できるよ
う取り組む。 
②職員の資質
向上に向け、
職員の連携、
不祥事の防止
に取り組む。 

① 「 整 理 、 整
頓 、 清 潔 、 清
掃、躾、安全」
の６Ｓ運動を全
校運動として展
開し、安全、環
境教育の推進を
図る。 
①避難訓練等の
防災教育によ
り、全生徒全職
員が防災に対す
る意識を高める
よう取り組む。 
②定期的に不祥
事防止等の研修
を行う。 

①昨年度よりも
「整理、整頓、
清 潔 、 清 掃 、
躾、安全」が身
につき実践され
ているか｡ 
①避難訓練や学
校掲示板の利用
で迅速な行動や
安否確認等の連
絡訓練が効果的
に実施できた
か。 
②全職員で事故
不祥事ゼロを実
現できたか。 

①校舎内の使用状況
が良くなったと言う
べきレベルまでは、
まだ達していない。 
①工場や実習室内の
整理整頓を徹底し日
常的に6S運動の意識
を持たせることがで
きた。 
①年３回の防災訓練
では昨年より避難時
間が短縮された。生
徒によるDIG研修を
行い防災意識を高め
た。 
②毎月の不祥事防
止研修により不祥
事ゼロを実現でき
た。 

①年度、学期ごと
に６S運動を実践す
る日を意識して、
設定する。 
①トイレの使用状
況がよくない箇所
が見られ、繰返し
の指導が必要であ
る。 
①引き続き 6S 運動
を徹底し、環境整
備を進める。環境
委員生徒をさらに
効果的に活動させ
ていく。 
①生徒の DIG研修を
継続し、防災意識
と地域の特性理解
を図る。 
②引き続き不祥事
防 止 研 修 を 続
け、不祥事ゼロ
を継続させる。 

①・学校の裏手の方に置いてあった木の枝などがき
れいになってよかった。 
・「職員室の中」「黒板」「教員の使う机上」の６
S を徹底する必要があるのかもしれない。 
・トイレの使用状況など学校全体として改善に向け
て取り組んで行ってほしい。 
・美化活動等、ＰＴＡも一緒に参加できる様なこと
があればお手伝いしたい。 
・通学路や校舎内において、危険がどこに潜んでい
るかを教職員自身が把握して、生徒への安全教育を
実施することを期待します。 
・避難訓練に救急法を取入れたり、地域の方々との
合同訓練なども良いのではないでしょうか。 
②・不祥事防止は「マイナスではない状態に持って
いく」ことに主眼が置かれているようであった。た
だし重要なことであり不祥事ゼロは大変好ましい。 
・「職員の資質」は、指導力・授業力・生徒理解
力・保護者との対応力など様々なものが想定され、
ある程度分けて考えた方が「資質向上」につながる
かもしれない。 
・仕事上でストレスを貯めこまないように学校管理
者や補佐される先生方が、先生方への心配りと心身
の健康管理を引き続き期待します。 
・教職員の不祥事防止についても、引き続き取り組
んで行ってほしい。 
 

・６Ｓに関する取組み
においては、専門教科
を中心に授業の範囲内
では積極的に取組まれ
ているが、トイレや校
舎内等の公共の場にお
いては、不十分な面が
散見されている。教職
員自らが取組み、ま
た、その取組みを生徒
に見せることで改善で
きる部分もある。な
お、防災教育について
は、単なる避難訓練だ
けでなく、校舎内や通
学路等の危険について
の取組みが、次の課題
である。 
・職員の不祥事防止に
ついては、職員のメン
タルヘルスの取組みを
推進すると共に、事
故・不祥事ゼロを推進
する。 
 

・常に清潔が保た
れている場所は汚
しづらいので、汚
れが発生した時点
で清掃に取組むこ
とが大切である。
生徒自身の清掃活
動のみに目を向け
るのではなく、気
が付いたら清掃と
いうスタンスで、
全職員の取組みを
推進する。 
・防災教育につい
ては、継続した取
組みで万が一の災
害時へ対応を学ば
せる。 
・不祥事防止は、
事故・不祥事ゼロ
が最低の目標であ
る。日々の声掛け
を中心に継続した
取組みを行う。 


